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　 現 在、 日 本 で は 女 性 の 社 会 進 出 に つ い て 取 り 上 げ ら れ る 機 会 が 多 く な り、 実 際
に 多 く の 女 性 た ち が 社 会 で 活 躍 し て い る。 し か し、 明 治 期 や 大 正 期 な ど か つ て の
日 本 で は、 女 性 が 社 会 で 働 く こ と に 対 し て 否 定 的 な 考 え を も つ 人 々 が 多 く お り、
現 在 の よ う に 女 性 が 働 き や す い 環 境 は 整 備 さ れ て い な か っ た。 そ ん な 「 職 業 婦
人」 の 中 で も、 明 治 か ら 現 代 に 至 る ま で の 女 性 医 師 の 働 く 環 境 に つ い て 研 究 し て
い く。 な ぜ 女 性 医 師 な の か。 こ れ は、男 性 も 女 性 も 就 く こ と が で き る 職 業 で あ り、
か つ 専 門 技 術 者 と し て 育 成 す る た め に は 多 大 な 時 間、 資 金、 そ し て 教 育 を 必 要 と
す る 職 種 に、 い か に 女 性 が 進 出 し、 社 会 で 大 き な 役 割 を 果 た し て い る の か を 見 る
た め で あ る。
　 そ の た め 女 性 医 師 が 子 育 て な ど と 仕 事 を 両 立 し や す く、 ま た、 復 帰 し や す く す
る こ と で、 離 職 ・ 休 職 を 防 ぐ た め に 現 在 で は ど の よ う な 取 り 組 み が 行 な わ れ て い
る の か。 国、 都 道 府 県、 医 療 機 関、 そ し て 女 性 医 師 自 身 に つ い て 分 析 し、 女 性 医
師 を 支 援 す る 取 り 組 み に つ い て 考 察 し て い き た い と 考 え、 副 題 を 含 め 卒 業 論 文 の
テ ー マ を 選 択 し た。
第 1 章　「職業婦人」 の形成
　 ま ず、「職 業 婦 人」 と は 何 か。 女 性 は 有 職 者 と 無 職 者 に 分 か れ、 そ の 有 職 者 は
さ ら に 「職 業 婦 人」 と 非 職 業 婦 人 （労 働 婦 人） に 分 か れ る。 こ の 「職 業 婦 人」 と
非 職 業 婦 人 （労 働 婦 人） の 違 い は、「職 業 婦 人」 と は 比 較 的 高 い 教 育 を 受 け、 専
門 技 術 職、 事 務・サ ー ビ ス 職 な ど 事 務 的・専 門 的 な 業 務 に 就 く 女 性 の こ と を い う。
ま た、「職 業 婦 人」 は 第 一 次 世 界 大 戦 以 降 に な る と、明 治 期 か ら 存 在 し て い た 教 師、
看 護 師、 女 優 な ど の 「専 門 ・ 技 能 職 業 婦 人」 に 加 え、 近 代 化 や 都 市 化 を 背 景 に 電
話 交 換 手、 事 務 員、 タ イ ピ ス ト な ど の 「事 務 ・ サ ー ビ ス 系 職 業 婦 人 1」 も 急 激 に
1 木 村 元 ・ 本 田 伊 克 ・ 高 瀬 雅 弘 ・ 富 澤 知 佳 子 ・ 松 田 洋 介 ・ 大 西 公 恵 ・ 白 松 大 史 （2007 年 ）『 若 年 労 働 市 場 の
成 立 と 教 育 学 お よ び 教 育 実 践 の 動 向 : 1930~50 年 代 の 日 本 社 会 と 教 育 』P.297 よ り 、「 専 門・技 能 職 業 婦 人 」と「 事
務 ・ サ ー ビ ス 系 職 業 　 婦 人 」 と い う 言 葉 を 引 用 。
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増 加 し て い っ た。 一 方、 非 職 業 婦 人 （労 働 婦 人） と は 女 工、 女 中 な ど 肉 体 労 働 に
近 い 業 務 に 就 く 女 性 の こ と を 示 し た。
　「職 業 婦 人」 と い う 言 葉 は、 第 一 次 世 界 大 戦 後 に 発 足 し た 言 葉 で あ る と い わ れ
て い る 2。 も ち ろ ん 明 治 期 に は 職 業 に 就 い て い た 女 性 は い た が 3、 ま だ 僅 か し か
お ら ず、 世 間 で は 注 目 さ れ な か っ た。 し か し、 百 貨 店 4 な ど 女 性 を 多 く 登 用 す る
経 営 組 織 が 増 え る と、「職 業 婦 人」 た ち は 世 間 か ら 注 目 さ れ る よ う に な り、 女 性
が 社 会 進 出 す る こ と に 対 す る 議 論 も 世 間 で 繰 り 広 げ ら れ 始 め た。 こ の こ と か ら、
女 性 が 社 会 進 出 す る こ と に 世 間 が 興 味 を 持 ち 始 め た と い う こ と が わ か る。
　 で は、多 く の 職 業 の 中 で も 女 性 医 師 は ど の よ う な 存 在 だ っ た の か。 表 1 に 女 性
医 師、 女 店 員、 タ イ ピ ス ト に な る た め の 資 格 を 示 し た。
2 岩 下 清 子 (1969 年 ) 「 第 一 次 世 界 大 戦 後 に お け る 『 職 業 婦 人 』 の 形 成 」 日 本 社 会 学 会 『 社 会 学 評 論 』　19 巻
4 号 P.41~103 の P.41
3 三 好 信 浩（2000 年 ）「 職 業 案 内 書 に 見 る 女 子 職 業 論 ― 女 性 と 産 業 の 教 育 関 係 史 　 第 6 報 ― 」甲 南 女 子 大 学『 甲
南 女 子 大 学 研 究 紀 要 』 36 巻 P.131~153 の P.131
4 明 治 34 年 に 、 三 越 呉 服 店 で 「 仕 立 物 検 査 係 」 と し て 、 女 子 が 初 め て 採 用 さ れ た （ 資 料：岩 下 清 子 (1969 年 )
「 第 一 次 世 界 大 戦 後 に お け る 『 職 業 婦 人 』 の 形 成 」 日 本 社 会 学 会 『 社 会 学 評 論 』　19 巻 4 号 P.41~103 の P.43
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表 1： 各 時 代 で 女 性 医 師、 女 店 員、 タ イ ピ ス ト に な る た め に 必 要 な 資 格
明 治 期 5 大 正 期 6 昭 和 期 7
女 性 医 師
医 術 開 業 試 験 に 合 格 し 、 内 務
大 臣 か ら 開 業 免 状 を 受 け た
者 。 女 子 学 生 が 医 学 に つ い て
学 ぶ こ と が で き る 教 育 機 関 の
一 つ と し て 済 生 学 舎 が あ っ た
が 、 資 料 に よ る と 後 に 女 子 生
徒 の 入 学 を 拒 絶 し た た め 、 吉
岡 弥 生 は 締 め 出 さ れ た 女 性 医
師 志 願 者 の た め に 、 東 京 女 医
学 校 を 設 け た と 報 じ ら れ て い
る 。
高 等 女 学 校 卒 業 後 、 指 定 の 医
学 専 門 学 校 を 卒 業 す る こ と 。
ま た は 、 年 2 回 行 な わ れ る 医
師 試 験 に 合 格 す る こ と 。
専 門 学 校 入 学 者 検 定 の 合 格 者
か 高 等 女 学 校 卒 業 者 で あ り 、
文 部 省 指 定 の 女 子 医 学 専 門 学
校 8 を 卒 業 す る こ と が 必 要 。 女
子 医 学 学 校 で は 5 年 間 修 業 し 、
卒 業 す る ま で に 3 千 円 程 （ 昭
和 11 年 時 点 ） 9 の 費 用 が か か
る 。 医 学 専 門 学 校 卒 業 後 は 約 2
年 あ る い は 3 年 間 、 実 地 研 究
を 附 属 病 院 な ど で 行 な わ な け
れ ば な ら な い 。
女 店 員 記 載 な し
学 力 面 で は 特 に 決 ま り は な い
が 、 小 学 校 卒 業 程 度 と さ れ て
い る 。 条 件 と し て 、 未 婚 者 か
配 偶 者 が い な い 者 と い う も の
が あ る 。 ま た 、 紹 介 に よ る 志
願 者 を よ り 採 用 し て い る こ と
も 記 さ れ て お り 、 面 接 す る 際
に 言 葉 遣 い や 態 度 、 外 見 を 重
視 し て い る こ と が 読 み 取 れ
る 。
外 見 や 所 作 が 重 視 さ れ 、 勤 務
地 か ら 近 く 、 家 族 と 共 に 住 ん
で い る こ と が 条 件 と な っ て い
る 。 女 店 員 の 多 数 が 小 学 校 ま
た は 高 等 小 学 校 卒 業 程 度 の 者
で あ る こ と が 記 さ れ て お り 、
学 力 に 関 し て は 特 に 条 件 が な
い こ と が わ か る 。
タ イ ピ ス ト 記 載 な し
小 学 校 あ る い は 女 学 校 を 卒 業
し 、 そ の 後 に タ イ ピ ス ト 養 成
所 に 通 わ な け れ ば な ら な い 。
こ の 養 成 所 は 、 邦 文 タ イ ピ ス
ト の 場 合 3 か 月 あ る い は 4 か
月 間 、 英 文 の 場 合 は 期 間 が 異
な る 。
女 学 校 を 卒 業 後 、 養 成 所 に 3
か 月 あ る い は 4 か 月 間 通 い 、
学 費 は 3 円 か ら 5 円 （ 昭 和 11
年 時 点 ） 10 で あ っ た 。 英 文 タ イ
ピ ス ト は 期 間 や 費 用 が 異 な る 。
　
　 表 1 よ り 女 性 医 師 に な る た め に は、 高 い 知 識 と 技 術 力 を 要 す る た め、 高 等 女
学 校 卒 業 後 も 高 い 学 費 と 多 く の 時 間 を か け て 学 校 に 通 う 必 要 が あ る こ と が わ か
る。 さ ら に、 医 学 専 門 学 校 を 卒 業 後 も 数 年 間、 実 地 研 究 を 行 な う こ と で 医 師 と し
て の 能 力 を 高 め る と い う、 す ぐ に 開 業 医 に な れ る と い う も の で は な い こ と が わ か
る。 つ ま り、 他 の 婦 人 の 職 業 と 比 べ て、 あ る 程 度 の 資 金 と 時 間 が 必 要 と さ れ る こ
と が わ か る。 特 に、 昭 和 期 に つ い て 参 考 に し た 東 京 女 子 就 職 指 導 会 （編）『東 京
女 子 就 職 案 内』（昭 和 11 年 　 東 京 女 子 就 職 指 導 会） で は、女 性 医 師 に つ い て 「婦
人 の 職 業 と し て は 最 も 高 等 に し て、 智 能 的 に も 技 術 的 に も 最 も 専 門 的 の 教 養 を 必
要 と し、・ ・ ・11」 と 述 べ て い る。 こ の よ う に、 特 に 大 正 期、 昭 和 期 の 時 点 で 女
性 医 師 に な る に は、 他 の 職 業 と 比 べ て 多 く の 資 金 や 時 間 を 投 入 し な け れ ば な ら な
5 落 合 浪 雄 （1903 年 ）『 女 子 職 業 案 内 』 大 学 館
6 主 婦 之 友 社 （ 編 ）（1926 年 ）『 現 代 婦 人 職 業 案 内 』 主 婦 之 友 社
7 東 京 女 子 就 職 指 導 会 （ 編 ）（1936 年 ）『 東 京 女 子 就 職 案 内 』 東 京 女 子 就 職 指 導 会
8 東 京 女 子 医 科 専 門 学 校 は 、 大 正 9 年 に 文 部 省 認 定 校 と さ れ て い る 。
9 3 千 円 （ 昭 和 11 年 時 点 ） を 平 成 25 年 の 物 価 に 換 算 す る と 、 約 206 万 円 に な る 。（ 日 本 銀 行 「 昭 和 40 年 の
1 万 円 を 、 今 の お 金 に 換 算 す る と ど の 位 に な り ま す か ？ 」 よ り
10 3 円 か ら 5 円（ 昭 和 11 年 時 点 ）を 平 成 25 年 の 物 価 に 換 算 す る と 、約 2,010 円 か ら 3,430 に な る 。（ 日 本 銀 行「 昭
和 40 年 の 1 万 円 を 、 今 の お 金 に 換 算 す る と ど の 位 に な り ま す か ？ 」 よ り
11 東 京 女 子 就 職 指 導 界（ 編 ）（1936 年 ）『 東 京 女 子 就 職 案 内 』東 京 女 子 就 職 指 導 会 P.101「 女 医 の 仕 事 」よ り 引 用 。
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か っ た こ と が わ か っ た。
第 2 章　女性医師たちの悩み
　 こ の よ う に 多 く の 資 金 と 時 間 を 投 資 し て 就 い た 女 性 医 師 た ち は、 な ぜ 離 職 や 休
職 を せ ざ る を 得 な く な る の か。
　 第 2 章 で は、 現 代 の 女 性 医 師 の 休 職・離 職 理 由 や 勤 務 環 境 の 厳 し さ を 分 析 す る
こ と で、 家 庭 や 子 育 て と の 両 立 の 難 し さ な ど の 女 性 医 師 の 悩 み に つ い て 考 察 し て
い く。 特 に、 女 性 医 師 の 比 率 が 高 い 産 科 ・ 産 婦 人 科 と 小 児 科 を 中 心 に、 詳 し く 見
て い く。
　 ま ず、 女 性 医 師 と い っ て も 内 科、 産 科 ・ 産 婦 人 科、 小 児 科 な ど 多 く の 診 療 科 が
あ る。 そ の 中 で も、 産 科 ・ 産 婦 人 科、 小 児 科 医 師 に 占 め る 女 性 の 比 率 は 高 い が、
そ の 一 方 で、 こ れ ら の 診 療 科 は 1 週 間 の 実 勤 務 時 間 と 1 か 月 の 当 直 回 数 が 他 の
診 療 科 よ り も 比 較 的 多 い 12。 そ の た め、こ の よ う な 勤 務 環 境 が 厳 し い 診 療 科 で は、
子 育 て や 家 事 と の 両 立 が 難 し い と い う こ と で、 女 性 医 師 が 出 産 や 子 育 て な ど で 離
職 ・ 休 職 し て し ま う と、 医 師 の 全 体 数 が 大 幅 に 減 少 し て し ま い、 医 師 不 足 と と も
に 在 職 医 師 の 一 人 あ た り の 負 担 が 増 す。 そ し て、 再 び 子 育 て な ど で 離 職 ・ 休 職 す
る と い う 悪 循 環 が 生 じ る。 こ の 悪 循 環 が、 女 性 医 師 の 育 児 休 暇 を 取 得 し に く い 現
状 13 を 作 り 出 し て い る と い え る。 こ こ か ら わ か る こ と は、 女 性 医 師 た ち が 産 前 ・
産 後 休 暇 や 育 児 休 業 を 取 得 し や す い よ う、 ま た、 申 請 し や す い よ う 勤 務 環 境 や 雰
囲 気 を 整 え る 必 要 が あ る と い う こ と だ。
　 さ て、 こ こ ま で 具 体 的 に 女 性 医 師 の 悩 み で 多 く 占 め た 「家 事 と 仕 事 の 両 立」14
に 加 え、 さ ら に 就 労 環 境 や 規 則 の 不 整 備 15 に つ い て 指 摘 し て き た が、 こ こ か ら
は 「出 産 や 子 育 て と 両 立 し て い く 上 で、 女 性 医 師 は 必 要 と 考 え る 取 り 組 み に つ い
て 見 て い く。
　 次 の 表 2 に、 女 性 医 師 が 考 え る 「仕 事 を 続 け る 上 で 必 要 な 制 度 や 仕 組 み・支 援
対 策」 を 示 し た。
12 厚 生 労 働 省 （2009 年 5 月 20 日 ）『 診 療 報 酬 改 定 結 果 検 証 に 係 る 特 別 調 査 （ 平 成 20 年 度 調 査 ） 病 院 勤 務 医
の 負 担 軽 減 の 実 態 調 査 報 告 書 』 P.94 の 図 表 109 「1 か 月 あ た り 当 直 回 数 （ 医 師 ）」 と P.91 図 表 106 「 診 療 科
別 直 近 1 週 間 の 実 勤 務 時 間 （ 平 均 ）」 よ り
13 女 性 医 師 の 育 児 休 業 取 得 率 は 39% で あ る 。（2008 年 12 月 ~2009 年 1 月 の 調 査 ）
（ 資 料 ） 日 本 医 師 会 男 女 共 同 参 画 委 員 会 、 日 本 医 師 会 師 再 就 業 支 援 事 業 （2009 年 3 月 ）『 女 性 医 師 の 勤 務 環
境 の 現 況 に 関 す る 調 査 報 告 書 』 P.19 図 35 「 育 児 休 業 の 取 得 」 よ り
14 日 本 医 師 会 男 女 共 同 参 画 委 員 会 、 日 本 医 師 会 師 再 就 業 支 援 事 業 （2009 年 3 月 ）　『 女 性 医 師 の 勤 務 環 境 の
現 況 に 関 す る 調 査 報 告 書 』 P.11 図 13 「 女 性 医 師 と し て の 悩 み 」 よ り
15 日 本 医 師 会 男 女 共 同 参 画 委 員 会 、 日 本 医 師 会 師 再 就 業 支 援 事 業 （2009 年 3 月 ）　『 女 性 医 師 の 勤 務 環 境 の
現 況 に 関 す る 調 査 報 告 書 』 P.12 図 16 「 就 労 環 境 や 規 則 な ど の 整 備 」 よ り
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表 2：「仕 事 を 続 け る 上 で 必 要 な 制 度 や 仕 組 み ・ 支 援 対 策」
（ 引 用 ） 日 本 医 師 会 男 女 共 同 参 画 委 員 会、 日 本 医 師 会 師 再 就 業 支 援 事 業 （2009 年 3 月 ）「 女 性 医 師 
　 　 　  の 勤 務 環 境 の 現 況 に 関 す る 調 査 報 告 書 」 の 「 図 26 仕 事 を 続 け る 上 で 必 要 な 制 度 や 仕 組 み ・ 
　           支 援 対 策」 よ り 一 部 を 引 用。
               （http://dl.med.or.jp/dl-med/teireikaiken/20090408_2.pdf  2014.11.15）
　 表 2 に よ る と、女 性 医 師 が 勤 務 環 境 に お い て 必 要 と 考 え る 仕 組 み に つ い て、「託
児 所・保 育 園 な ど の 整 備・拡 充」 と 「人 員 （医 師） の 増 員」、「宿 直・日 直 の 免 除」、
そ し て 「病 児 保 育」 が 60% 以 上 を、「時 間 外 勤 務 の 免 除」 が 50% を 占 め た。 こ れ
ら か ら、さ ら に 各 医 療 機 関 で の 取 り 組 み が 必 要 で あ る こ と わ か る。 ま た、「託 児 所・
保 育 園 な ど の 整 備 ・ 拡 充 （64.8%）」 が 多 く 指 摘 さ れ て い る 点 か ら、 育 児 や 家 事 と
の 両 立 の 難 し さ が 読 み 取 れ る。
　
第 3 章　育児との両立に対する取り組み―医療機関での取り組み―
　 第 3 章 で は、 女 性 医 師 に 対 す る 支 援 策 の 中 で も 「託 児 所 ・ 保 育 所 な ど の 整 備 ・
拡 充 」 と 「 病 児 保 育 」 に つ い て、 日 本 医 師 会 男 女 共 同 参 画 委 員 会 日 本 医 師 会 医
師 再 就 業 支 援 事 業 （2009 年 3 月）『女 性 医 師 の 勤 務 環 境 の 現 況 に 関 す る 調 査 報 告
書』17、 日 本 医 師 会 総 合 政 策 研 究 機 構 　 江 口 成 美、 野 村 真 美、 出 口 真 弓 （2008 年
4 月 22 日）『日 医 総 研 ワ ー キ ン グ ペ ー パ ー 『院 内 保 育 所 を 含 む 医 師 就 労 支 援 に 関
す る 調 査 　No.164』18』 の デ ー タ を も と に 見 て い く。 と い う の は、「出 産」 と 「子
育 て」 が 離 職 ・ 休 職 理 由 の 1 位 と 2 位 を 占 め て い る か ら で あ る。
　 ま ず、 各 医 療 機 関 で ど の く ら い 託 児 所 や 保 育 所 を 設 置 し て い る の だ ろ う か。 こ
の 調 査 報 告 書 に よ る と、 職 場 に 保 育 所 ま た は 託 児 所 が 設 置 さ れ て い る と 答 え た の






16 病 児 保 育 ： 保 育 所 に 通 っ て い る 児 童 が 病 気 に な り 、 保 護 者 が 勤 め て い て 世 話 が で き な い 際 に 、 代 わ り に そ
の 児 童 の お 世 話 を す る こ と 、ま た は 施 設 の こ と 。（ 株 式 会 社 オ ー ル ア バ ウ ト (All About,Inc.)（2010 年 10 月 1 日 ）
「 病 児 保 育 ・ 病 後 児 保 育 と は ？ 」 の 「 病 児 保 育 と 病 後 児 保 育 は ど う 違 う ？ 」 よ り ）




か い な か っ た。ま た、病 児 保 育 は 20%、一 時（緊 急 時）保 育 に つ い て は 34% が「あ る」
と 答 え た。 さ ら に、 病 児 保 育 と 一 時 （緊 急 時） 保 育 の 定 員 枠 に つ い て、 多 く の 医
療 機 関 が 各 5 人 未 満 で あ る と い う デ ー タ が あ る。 こ れ ら の こ と か ら 現 在、調 査 報
告 に 協 力 し た 女 性 医 師 の 50% が 職 場 に 託 児 所 な ど が な い こ と や、 勤 務 時 間 が 不
規 則 な 医 師 に と っ て 必 要 な 24 時 間 対 応 施 設 も そ の 30% し か な い こ と な ど、 こ れ
ら の 状 況 が 女 性 医 師 の 仕 事 と 子 育 て と の 両 立 に 少 な か ら ず 影 響 を 与 え て い る こ と
が わ か る。
　 女 性 医 師 の 中 に は、 職 場 に 保 育 所 等 が 設 置 し て あ る に も か か わ ら ず、「利 用 し
た こ と が な い」と い う 人 が 66% 占 め て い る。「院 内 保 育 所 を 利 用 し な い（し な か っ
た） 理 由」 と し て、「利 用 制 限 が あ る （19.6%）」 が 最 も 多 く 支 持 さ れ て い た。 こ
れ は、 院 内 保 育 所 が 設 置 さ れ て い て も 女 性 医 師 が 利 用 で き な い、 ま た は 女 性 医 師
の 中 で も 非 常 勤 の 者 が 利 用 で き な い と い う も の が あ る か ら だ。 と い う の も、 前 者
に つ い て は、 院 内 保 育 所 が も と も と 看 護 師 確 保 の た め に 設 け ら れ た も の と い う 歴
史 的 な 面 が 関 係 し て い る こ と が 指 摘 で き る。 一 方、 後 者 に つ い て は 女 性 医 師 に は
常 勤 と 非 常 勤 が あ り、 医 療 機 関 に よ っ て は 非 常 勤 の 女 性 医 師 は 利 用 で き な い と い
う も の で あ る。 江 口、 野 村、 出 口 の ワ ー キ ン グ ペ ー パ ー に よ る と、 常 勤 の 女 性 医
師 は 14.8% に 対 し て、 非 常 勤 の 女 性 医 師 に つ い て は 36.2% の 医 療 機 関 が 院 内 保 育
所 を 利 用 で き な い と 答 え た。 つ ま り、4 割 近 く の 非 常 勤 の 女 性 医 師 が 院 内 保 育 所
を 利 用 で き な い こ と が わ か る。
　 こ こ ま で 院 内 保 育 所 の 設 置 が さ れ て い て も 一 定 の 利 用 条 件 が 各 医 療 機 関 に 存 在
し、 利 用 し て い な い 女 性 が 多 い こ と が わ か っ た。 こ こ か ら は、50% の 医 療 機 関 で
院 内 保 育 所 を 設 置 し て い な い 問 題 を 考 え て い く。 ま ず 疑 問 に 感 じ る の は、 な ぜ 医
療 機 関 は 院 内 保 育 所 を 設 置 し て い な い の か。 江 口、 野 村、 出 口 の ワ ー キ ン グ ペ ー
パ ー に よ る と、 多 く の 理 由 が あ る 中 で も 医 療 機 関 が 指 摘 し て い た の は、「適 切 な
場 所 や ス ペ ー ス を 確 保 で き な い（47.8%）」、次 に「経 費 が か か る（44.0）」で あ っ た。
こ れ は、 医 療 機 関 側 も 健 全 な 経 営 を 行 な う た め に 院 内 保 育 所 を 設 置 し な い と い う
考 え が あ る と い え る。 ま た、 こ の 理 由 以 外 に も 「必 要 性 が な い （34.8%）」、「必 要
な 人 材 を 確 保 で き な い（25.5%）」な ど が あ っ た。 し か し「必 要 性 が な い（34.8%）」
に つ い て、「仕 事 と 育 児 の 両 立 に 対 す る 職 員 の 理 解 の 向 上 （71.3%）」 や 「人 材 確
保 が 容 易 に な っ た （66.7%）」 に つ い て 効 果 が あ る と い う 評 価 が あ っ た。 問 題 は 経
費 的 な こ と の み な の だ ろ う か。
　 考 え ら れ る 課 題 を 表 3 に ま と め て お く。
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表 3： 医 療 機 関 の 課 題
第 4 章　国、 自治体における女性医師のための支援事業
　 第 3 章 で 明 ら か に し た よ う に、 院 内 保 育 所 を 設 置 し な い 主 な 理 由 は 財 政 的 な
問 題 で あ る。 こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る 主 な 方 法 と し て、 国 か ら の 補 助 金 が 考 え
ら れ る。 こ の 補 助 金 制 度 は 現 在、 実 際 に 行 な わ れ て お り、 国 か ら 各 都 道 府 県 を 通
じ て 補 助 金 が 支 給 さ れ て い る 19。 し か し、そ の よ う な 支 援 策 が 行 な わ れ て い て も、
保 育 所 ま た は 託 児 所 を 運 営 す る こ と が で き な い な ど、 医 療 機 関 で は 女 性 医 師 に 対
す る 支 援 策 が 限 ら れ て し ま っ て い る。
　 こ の 第 4 章 で は、 医 療 機 関 の 補 助 金 に 対 す る 考 え 方、 そ し て 女 性 医 師 支 援 に 対
す る 国 や 都 道 府 県 で の 取 り 組 み に つ い て 考 察 し て い く。
　 ま ず、 院 内 保 育 所 を 設 置 し て い る 医 療 機 関 の う ち、 補 助 金 制 度 を 利 用 し て い る
の は 51.5% で あ っ た。 利 用 し て い な い 理 由 は、「交 付 要 件 を 満 た せ な い （57.0%）」
で あ っ た。 こ の 交 付 要 件 は 自 治 体 に よ っ て 異 な る が、 本 論 で は 神 奈 川 県 を 例 に 示
す。 そ れ が 表 4 で あ る。





        ○女性医師支援（院内保育所等）に充てる費用を増額する。
19 国 の 取 り 組 み と し て 「 女 性 医 師 等 就 労 支 援 事 業 」、「 女 性 医 師 支 援 セ ン タ ー 事 業 」、「 病 院 内 保 育 所 事 業 」 が
挙 げ ら れ 、 女 性 医 師 が 出 産 や 子 育 て な ど と 両 立 を し て い く 上 で の 相 談 窓 口 を 行 な う 都 道 府 県 の 補 助 、 勤 務 環
境 の 整 備 を 行 な う 医 療 機 関 へ の 支 援 、 そ し て 院 内 保 育 所 の 設 置 に 関 す る 費 用 を 都 道 府 県 に 補 助 金 と し て 支 給
す る な ど 、 女 性 医 師 が 両 立 し や す い よ う 支 援 し て い る 。
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表 4： 必 要 条 件
（引 用）神 奈 川 県（2014 年 11 月 19 日）「院 内 保 育 事 業 運 営 費 補 助 事 業 に つ い て」の「3 主 な 補 助 要 件」
　 　 　  よ り （http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f530458/  2014.11.30） 
　 ま ず 表 4 で は、 神 奈 川 県 の 必 要 条 件 に つ い て、 児 童 数 に よ っ て 必 要 な 保 育 士 数
が 異 な っ て い る こ と が わ か る。 補 助 金 制 度 を 利 用 し た い 医 療 機 関 に と っ て、 補 助
金 を 受 け と る た め に は 児 童 数 に 対 し て 一 定 の 保 育 士 が 必 要 で あ る こ と が 定 め ら れ
て お り、 保 育 士 不 足 と い う 問 題 が 起 き て い る 現 代 に お い て 20、 医 療 機 関 が 保 育 士
を 確 保 す る の は 難 し い。 そ の た め 表 4 の よ う に、半 分 以 上 の 医 療 機 関 が 「交 付 要
件 を 満 た せ な い （57.0%）」 を 占 め た と 考 え ら れ る。 ま た、 こ の 理 由 に 次 い で 「交
付 を 受 け る 書 類 作 成 等 が 負 担 （17.3%）」 が 多 く 指 摘 さ れ て い た。
おわりに
　
　 今 後、日 本 で は さ ら に 高 齢 化 が 進 む と 予 測 さ れ て い る 21。 そ の た め 男 性 も 含 め、
よ り 医 師 の 需 要 が 高 く な る と 考 え る。 そ の よ う に 考 え る と 同 時 に、 女 性 医 師 の 労
働 力 を 描 い た M 字 曲 線 の カ ー ブ は 緩 和 さ れ る 必 要 が あ る。さ ら に 産 科・産 婦 人 科、
小 児 科 の 医 師 不 足 の 問 題 も 起 こ っ て い る 22。 ま た、 第 2 章 で は 診 療 科 別 に 勤 務 環
境 に つ い て 明 ら か に し て き た。 こ の 点 か ら も、医 師 1 人 に 対 す る 負 担 が 減 る よ う
勤 務 環 境 の 整 備 に 取 り 組 む 必 要 が あ る と 指 摘 で き る。
　 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に、 女 性 医 師 就 労 継 続 が 求 め ら れ る。 そ の た め に
は、 出 産 や 子 育 て と の 両 立 が 必 要 で あ る。 女 性 が 多 く 占 め て い る 産 科・産 婦 人 科、
小 児 科 で の 医 師 不 足 は、 現 代 の 問 題 の 1 つ と い え る 23。 私 は、 長 い 年 月 と 多 く の
20 NHK オ ン ラ イ ン 　 ク ロ ー ズ ア ッ プ 現 代 （2013 年 7 月 24 日 ）「 深 刻 化 す る 保 育 士 不 足 ~“ 待 機 児 童 ゼ ロ ” へ
　 の 壁 ~」 よ り
21 厚 生 労 働 省 （ 公 表 年 不 明 ）「 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 」 の 「 今 後 の 高 齢 者 人 口 の 見 通 し 」
22 厚 生 労 働 省（2005 年 6 月 28 日 ）「『 小 児 科 産 科 若 手 医 師 の 確 保・育 成 に 関 す る 研 究 』 報 告 書 の 公 表 に つ い て 」
　 よ り
23 厚 生 労 働 省（2005 年 6 月 28 日 ）「『 小 児 科 産 科 若 手 医 師 の 確 保・育 成 に 関 す る 研 究 』 報 告 書 の 公 表 に つ い て 」
　 よ り
（1）





＜Ａ型特例＞　児童　1 人以上、保育時間　8 時間以上、保育士等数　2 人以上
＜　Ａ型　＞　児童　4 人以上、保育時間　8 時間以上、保育士等数　2 人以上
＜　Ｂ型　＞　児童 10 人以上、保育時間 10 時間以上、保育士等数　4 人以上
＜Ｂ型特例＞　児童 30 人以上、保育時間 10 時間以上、保育士等数 10 人以上」
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資 金 を 投 資 し て 医 師 に な っ た に も か か わ ら ず、 出 産 や 子 育 て な ど を 理 由 に 離 職 し
て し ま う こ と が 医 師 不 足 と 言 わ れ て い る 今 日 で、 社 会 的 に 大 き な 損 失 に な っ て い
る と 考 え る。
　 そ の た め に 各 医 療 機 関 は、 女 性 医 師 が 出 産 や 子 育 て で 離 職 ・ 休 職 し な い よ う 取
り 組 む 必 要 が あ り、 取 り 組 ん で い る 医 療 機 関 は よ り 女 性 医 師 が 利 用 し や す い も の
に な る よ う、 表 3 で も ま と め た が、 院 内 保 育 所 の 利 用 に 関 し て、 女 性 医 師 の 中 で
も 非 常 勤 と 常 勤 の 差 を な く す こ と、 看 護 師 の み な ら ず 女 性 医 師 も 利 用 で き る よ う
に す る こ と、 不 規 則 な 女 性 医 師 の た め に も 24 時 間 対 応 に す る こ と、 そ し て 人 材
を 増 員 す る こ と で 定 員 枠 を 拡 大 す る 必 要 が あ る と い え る。 さ ら に 資 金 面 に つ い て
は、 女 性 医 師 支 援 に 充 て る 費 用 を 増 額 す る 必 要 が あ る と い え る。
　 ま た、 本 論 で は 詳 し く 論 じ て い な い が、 学 校 法 人 東 京 女 子 医 科 大 学 で 行 な わ れ
て い る 女 性 医 師 支 援 の 中 で、 地 域 と 連 携 を し な が ら 支 援 す る と い う 取 り 組 み も 目
標 と な る と 考 え ら れ る。
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